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要旨
マントル照射等におけるライナックでの大照射野の必要性に駆られ、 SADCSource-Axis Distance線源回転車rl間
距離 以下SADと略す)を100cmから130cmにする事により、従来の X線シミュレータ一法ではいくつかの問題点
がでてきた。そこで CTのスカウ卜画像を利用する事で改善できると考え、従来の X線シミュレータ一法と比較検討
を行った。結果、 CTスカウト画像の歪みは最大で、{木村l方向には 1%、側方向には2.7%であった。中心車IHから側方
向に離れる場合、照射野幅は広がる傾向にあるが、 実際の計画において問題はない。当院の X線シミュレーションで
は透視像の視野が狭く、照射野全体を一度に確認できない問題点があるので、広範囲での設定が可能な CTスカウト画
像を、大照射野での位置決め方法のひとつとして応用していきたい。
キーワード:放射線治療計画、大照射野、 CTスカウ ト画像、 X線シミュレータ一法
はじめに
近年、放射線治療計画では、その照射野設定、線量
計算、線量分布などに、 CT画像が多 く利用されてい
るIl。 ホジキン病、白血病などの造血器腫蕩、及び中
枢神経系腫壊などの放射線治療において、その照射に
は大照射野が必要となる九当院の放射線治療システ
ムでは SADを100cmlこ設定している。 しかし、大照
射野を得るためには SADを100cmから130cmlこ設定
しなければならないが、従来の X線シミュレータ一
法ではいくつかの問題点がでてきた。そこで CTのス
カウト画像を利用する事でし可くつかの間題点を改善す
る事ができると考え、従来の X線シミュレータ一法
と比較検討-を行った九
使用機器
X 線シミュレーター:Toshiba LX-40B 
CT : Toshiba TCT -900S 
治療装置 : Toshiba MEV A TRON67 
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問題点
①Image・Intensifier(蛍光増倍管 以下 I・Iと1臨
す)の視野が 9インチと小さく、 1• 1スライド方式
でないため照射野の確認が困難である。
②X線シミュレーター装置は、構造上、大角サイズ
(35 x 35cm)でしか撮影できない。
③SAD 可変範囲が80~130cmである 。
④シミュレート目盛盤の SAD130cm用がオプション
である。
方法
①CTの精度テストになるが、ファン 卜ー ムを CTの
テーブル上に固定して、サイドポイン 卜を表面に合わ
せる。スカウト画像を撮影して CTの 1cm 間隔のス
ケールを表示させ、 実際にスケールとして正確である
かを調べる。(図1)?
? スカウト画{象を撮影する。
図 1
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~llJ方向と体lI!lÍl方向でのゴルフボールの歪を各々計算
する。(図4) 
x*虫、シミ ュレーター装ili:
X線シミュ レー ターで
位置確認写真を撮影する
②スカウ 卜画像中心軸から左右に照射ROI(Region 
Of Interest関心領域ROIと1各す)が外れた場合と
して、ゴ、ルフボールを中心軸から 5cm間|痛に並べ
て発泡スチ ロー ル板で挟む。CTのテーブル上に固
定して、サイドポイン卜をゴ、ルフボールの中心にあ
わせる。スカウト画像を撮影して、それぞれのゴ、ル
フボール位置での歪を計算する。(図2) 
図 2
③体I[r1l方向にも長い照射野が必要と成るため、ゴ、ルフ
ボーjレを頭方向から足方向に 5cm間隔に並べて発
泡スチロール板で挟む。CTのテーブル上に固定し
て、サイドポイントをゴルフボールの中心にあわせ
る。スカウ 卜画像を撮影して、それぞれのゴルフボー
ル位置での歪を計算する。(図3) 
X線、シミュレーター袋位
X線シミュレーターで
位置確穏写真を撮影する
スカウ ト画像を
撮影する。
⑤方法②③で撮影したスカウ 卜画像に照射計画をし
て、照射野を 5cmx30cm、30cmX5 cmfこ設定し
た。ライナックグラフィでの画像の歪を比較するた
めに、担IJ方向と体軸方向の歪を各々計算する。(図
5 ) 
4 図
スカウト画f象を
撮影する。
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果
①方法①で撮影したスカウ卜画像に CTの表示スケー
ルを重ねると、 写真 lになり、ほぼ一致している。
したがってスカウ卜画像上の表示スケールは信頼で
きるものと考える。
結
図 3
④CTスリットビームと X線シミュレーター・フ ァ
ンビームの違いによる画像の歪みを比較するため
に、 X線シミュレーターで位置確認写真を撮影し、
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ボール番号
横幅(mm)
査み率(横幅)
写真 1 
写真2
表 1
②方法②で撮影したスカウト画像は写真2になり、ゴ
ルフボールの横11面、及び査み率は、表 l になる。
CTは、左右に対してはファンビームであるので、
スカウト画像中心Mlから左右に照射ROIが外れて
いく場合、横幅が広がる傾向になる。
しかし中心に対して最大2.7%となり問題はない。
③方法③で撮影したスカウ卜画像は写真3になり、ゴ
ルフボールの縦11菌、及び歪み率は、表2になる。
CTは、体軸方向にはス リッ卜ビーム方式であり、
常に中心で撮影されるためにほとんど歪みはない。
④方法④で撮影した X線シミュレーション像は写真
4になり、ゴ、ルフボールの縦11語、横11話、及び歪み率
は、表3になる。X線シミュレーション像はファン
ビームであるので、照射 ROIが外れていくほど歪
みは大きくなるが、側方向より体制i方向に対して大
きくなる傾向がある。
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ボール番号
縦l幅(mm)
歪み率(縦幅)
R 
ボール番号
縦*面(mm)
歪み率(縦幅)
ボ ルー番号
横1'高(mm)
歪み率(横幅)
写真3
表 2
頭側
表 3
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⑤方法⑤で撮影したライナックグラフィは写真5にな
り、コソレフボールの横l幅、縦'"菌、及び歪み率は、表
4になる。ライナックグラフィはファンビームであ
り、照射 ROIが外れていくほど査みは大きくなる
が、側方向、体軸方向にも同じ歪み率であり広がる
傾向も同じである。
R 
⑥CTスカウト画像計画による照射野と、ライナック
グラフィの大きさは、中心のゴ、ルフボールの拡大率
と、照射野の拡大率で、比較した (表 5)。文、写真
6を見て照射野の一致性はある。
ボール番号
縦幅(mm)
歪み率(縦 III~)
ボール番号
縦幅(mm)
歪み率 (縦幅)
表 4
写真 6
表 5
ゴjレフ 照射野 5x 30 照射野30x 5 
ボール 横(cm) 縦(cm) 横(cm) 縦(cm)
実視IJ(cm) 4. 07 5 30 30 5 
長中心さで(cmの) 4. 5 5. 4 32. 5 32. 6 5. 4 
拡大率(%) 1. 11 % 1. 08 % 1. 08 % 1. 09 % 1. 08 % 
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考察及び 結語
今回実験により、 CTスカウト画像が実際に信頼で
きるものかどうかを調べた結果、十分に信頼できるも
のであった。さらに歪みの実験によってもスリット
ビームのため、周知されたとおり体軸方向には問題は
なかった。懸念されていた側方向の歪みであるが、 最
大で2.7%である。照射ROIがスカウト画像中心jlirHか
ら側方向に離れる場合、照射野幅は広がる傾向にある
が、実際の計画において問題はない。ライナックグラ
フィとは、線東入射角の違いにより画像の写り具合は
異なるが、照射野の違いはほとんどみられない。
しかし、今回の実験方法としての、精度の点におい
て問題を残した感は免れず、今後の課題として検討し
ていかなければならない。
現在、当院の X線シミュレーションでは透視像の
視野が狭く、 1• 1スライド方式でないため、照射野
全体を一度に確認できない問題があり、大照射野の治
療計画は困難である。 CTスカウト画像を利用した放
射線治療計画は広範囲での設定が可能で、線量分布評
価も容易な利点があるので、大照射野の位置決め方法
のひとつとして、今後、 |臨床応用していきたいと考え
ている。
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Irradiation Plan for A Large Irradiation Field 
- Application of CT in A Scout Image -
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Traditional X-ray simulator method raised a number of problems when the source-axis distance (SAD) 
was extended from 100 cm to 130 cm due to necessity of a large irradiation field by linac in mantle 
irradiation. We considered that the situation could be improved by using scout images of CT and 
examined the method in comparison with the traditional X-ray simulator method. As a result， distortion 
of CT scout images was 1% in the axial direction and 2.7% in lateral direction at the maximum. Although 
the irradiation field tended to be widened when it deviated sideways from the central axis， itdoes not raise 
a problem in the actual plan. 1n X-ray simulation at our hospital， a fluoroscopic field is too small to see 
the whole irradiation field at a time， and thus we are planning to use CT scout images which are 
applicable to wide ranges as one of the methods for deciding the position in a large irradiation field. 
Key words : Radiotherapy plan， large irradiation field， CT scout image， X-ray simulator method 
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